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１．はじめに 


















海道の 1 戸あたりの平均耕地面積が約 25 ha より，図









ターンに分類して解析を行う．                図１ 想定飛行ルート 
２－３．最適経路の生成 
最適経路は動的な最適化問題として条件付き変分法で定式化し，二点境界値問題として数値計





最適化とするための評価関数は重み係数を B として次のように定義する． 
𝐽 = ∫ (1 + 𝐵𝜙2)
𝑡𝑓
𝑡0
























風外乱[𝑚 𝑠⁄ ] 
(𝑤𝑥 𝑤𝑦) 
飛行速度







(550 550) (50 50) 1.0 (0.0 0.0) 20 0~ − 180 −180 707.1 
 























(𝑥[𝑚] 𝑦[𝑚] 𝜓[𝑑𝑒𝑔]) 
(500 500 −180) 
終端条件 
(𝑥[𝑚] 𝑦[𝑚] 𝜓[𝑑𝑒𝑔]) 
(50 50 −180) 
飛行速度[𝑚 𝑠⁄ ] 20 
直線距離[𝑚] 707.1 





(0.0 0.0) 713.0 66.4 
(0.0 5.0) 709.6 104.0 






始端条件 終端条件 風外乱[𝑚 𝑠⁄ ] 飛行速度[
𝑚
𝑠⁄ ] 
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